
平成２９年度第６回教育研究評議会議事要旨 

 

日 時  平成２９年１０月１６日（月）１３時５８分～１４時５０分 

場 所  大学本部２階大会議室 

出席者  宮﨑学長，後藤理事，兒玉理事，寺本理事，田中教育学部長，小坂芸術

地域デザイン学部長，中村経済学部長，原医学部長，渡工学系研究科長，

有馬農学部長，早瀬副学長・全学教育機構長，米山附属図書館長，山下

医学部附属病院長，宮武地域学歴史文化研究センター長，都築評議員，

荒木評議員，岩本評議員，倉岡評議員，後藤評議員，大島評議員 

欠席者  和田理事 

陪席者  佐々木監事 

 

○ 議事に先立ち，評議員から自己紹介があった。 

 

○ 前回議事要旨について  

学長から，平成２９年度第５回教育研究評議会議事要旨（案）を評議員に送付，

確認したところ，加除・修正等の意見はなかったため，原案のとおり確定し，

ホームページに掲載している旨，報告があった。 

 

学長から，本日の審議事項は６件，報告事項は３件を予定している旨，報告が

あった。 

 

 

○ 審議事項 

１．国立大学法人佐賀大学学長選考会議委員の選出について 

  学長から，本件について，改選を必要とする学長選考会議委員の選出を行うも  

のである旨の説明があった。 

次いで，総務課長から，本件について，国立大学法人佐賀大学学長選考会議規

則第３条第２号により，国立大学法人佐賀大学教育研究評議会規則第２条第３号

から第９号までの委員のうちから，改選を必要とする者について学長選考会議委

員の選出を行う旨の説明があり，審議の結果了承された。 

 

２．審議事項（非公開） 

 

３．審議事項（非公開） 

 

４．平成３０年度学年暦及び年間行事予定表（案）について 

  学長から，本件について，平成３０年度の学事の基礎となる学年暦及び年間行

事予定を策定するものである旨の説明があった。 

  次いで，兒玉理事から，本件は，平成２９年９月２７日の役員会において協議し

たものであるが，当初平成３１年３月２５日に予定していた学位記授与式の会場で

ある佐賀市文化会館が，平成３１年３月２３日から平成３１年３月２４日までさが

桜マラソンの会場として使用されることが判明し，学位記授与式前日の会場設営が



出来なくなったことから，学位記授与式の日時を平成３１年３月２６日に変更する

ことについて佐賀大学教育委員会で審議し，了承されたため，３月２６日に変更し

た上で審議していただきたい旨の発言があり，審議の結果了承された。 

 

５．平成３０年度以降の電子ジャーナル等の契約について 

  学長から，本件について，平成３０年度以降の中央経費による電子ジャーナル

及び文献データベースの契約について，所管の委員会等の検討に基づく方針案を

説明するものである旨の発言があった。 

  次いで，附属図書館長から，７月３日開催の第２回附属図書館運営委員会で決

定した検討方針に基づき，関係の専門委員会及び部局において，平成３０年度以

降の電子ジャーナル及び文献データベースの契約について検討した結果を踏まえ，

１０月４日開催の第４回附属図書館運営委員会にて決定した平成３０年度以降の

中央経費による電子ジャーナル及び文献データベース契約の方針案についての説

明及び他大学の契約状況及び科研費採択件数との関係について，散布図等を用い

て詳細な検討をした結果の説明があり，審議の結果了承された。 

 

６．バイオ産業大学（フランス）との大学間学術交流協定の締結について 

  学長から，本件について，フランスのバイオ産業大学（ＥＢＩ）との大学間学

術交流協定を締結するものである旨の説明があった。 

  次いで，国際課長から，当大学は５年次に半年間，長期インターンシップや留

学を必須とするカリキュラムを有しており，受入先を探していたところ，ジャパ

ン・コスメティック・センターを通じた農学部との交流及び平成２８年１０月の

本学訪問を契機とし，本学との学生交流の要望を持つに至ったこと，また，同大

学は，少数精鋭による高度専門教育を特色とするフランスのグランゼコールの一

つで，その教育研究活動の質は高く，工学系及び農学研究科を中心に本学の教育

研究活動に良い影響を与えることを期待できること等の説明があり，審議の結果

了承された。 

 

７．その他 

特になし。 

 

 

○ 報告事項 

１．佐賀大学エスタブリッシュド・フェローの選考について  

  寺本理事から，本件について，６名の先生をエスタブリッシュド・フェローと

して表彰し，本学の学術的な面で牽引していただくものである旨の報告があった。 

  学長から，近々に表彰式を行いたいこと，また，短期でのインセンティブを設

けることも考えているが，短期では研究成果を計りづらいところがあり，これか

ら検討していく旨の発言があった。 

 

２．全学委員会等の審議状況報告について  

  後藤理事から，平成２９年９月２０日の拡大役員懇談会でディスカッションさ

れた経営資源の最適化配分について，非常勤講師の削減が必要であり，特に教育



学部と全学教育機構には検討を進めていただきたいこと，また，来年度の非常勤

講師を雇用契約する際には事前に相談していただきたい旨の発言があった。 

  兒玉理事から，平成３０年度学年暦及び年間行事予定表（案）について，また，

体制の変わった佐賀大学教育委員会の委員長の指名について審議するため，計３

回のメール会議を行った旨の報告があった。 

  寺本理事から，平成２９年１０月１日に設置されたリージョナル・イノベー

ションセンターについて，産学連携の機能強化を図るためのものであり，学内及

び学外との共同研究等をまとめるものである旨の説明があった。 

 

３．新運営体制及び学長補佐指名について 

  学長から，平成２９年１０月１日からの新運営体制について，理事・副学長の

主な業務分担等，また，平成２９年１０月１日からの学長補佐について説明が

あった。 

 

４．その他 

  特になし。 

 

 

○ その他 

  学長から，次回の第７回教育研究評議会について，平成２９年１１月２０日

（月）１４時３０分から行う旨の発言があった。 

 

以上 


